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機械の危険防止の手順等につきましては、厚生労働省より通達として公表された

「機械の包括的な安全基準に関する指針」 （平成19年7月31日改正 基発第0731001号）

を参照してください。

この指針は、

安全衛生情報センターのホームページ (http://www.jaish.gr.jp/)

から｢法令・通達｣のサイトを開き、基発番号を入れて検索できます。

既に設置されている機械に防護装置を取付ける場合、制御、機械本体ともに改造

工事を施す必要が生じることあります。採用検討に当たりましては弊社の担当者に

ご相談いただけますようにお願いいたします。

この安全ガイドは、弊社のプレス機械を購入する際に知っておいていただきたい

安全に関わる重要な情報を、事業者の皆さんにお知らせするものです。

使用上の情報については安全ガイドのほか、取扱説明書、機械に貼られた警告銘板に

記載してありますので、ご使用前には、これら全ての情報をよく理解してご使用ください。

この安全ガイドには機械の残存リスクの情報を記載していますので、据付、金型および

材料の段取り、運転、点検、清掃、保守などの各作業に対し、十分な危険の認識をして

いただき、事業者の責任で、設置される事業所の環境や機械の使用方法に合った機械

の危険防止措置を行っていただくと共に、作業者に対する安全衛生教育を行なってください。

機械の危険防止措置は、労働安全衛生法にて事業者の責任となっています。

（次ページの「事業者の責任」を参照ください）

保護方策についても幾つかの例を紹介していますが、防護装置など弊社が推奨する

ものをオプションとして用意しましたので、ご検討頂き、採用いただけますようにお願い

いたします。



事業者の責任
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労働安全衛生法（法）、労働安全衛生規則（則）は労働災害の低減を目的とし、機械を

労働者に使用させる事業者に対し、主として次に示す義務が課せられています。

（1）計画の届け出

・監督署への計画の届出

「機械等の設置・移転・変更届け」を行ってください。 （法第８８条、則第８６条等）

所管の労働基準監督署に届け出し、安全性のチェック・指導を受けます。

・役所への特定施設の届出、指定施設の許可申請

騒音規制法、振動規制法、及び都道府県の環境保全に関する条例の特定施設に

該当する場合は、所轄の環境保全関連窓口に届出を行なってください。

尚、地域により届出義務や規制値等が異なりますので、詳細は所轄の環境保全関連窓口

に確認下さい。

（２）危険性・有害性等の調査

作業・業務の危険性又は有害性等を調査（リスクアセスメント）し、作業者の危険又は

健康障害を防止するため必要な措置を講ずることが努力義務になっています。

（法第２８条の２）

リスクアセスメントを行う際に必要な機械固有の残留リスク資料は、弊社へ

お問い合わせください。

（３）危険の防止

プレス作業者に対し、適切な危険防止措置を講ずることが義務付けられています。

（法第２０条、則第１３１条）

機械、危険物、電気等のエネルギーなどによる労働者の危険を防止します。

作業者の身体の一部が危険限界に入れないよう措置を講じます。

（４）作業主任者

資格のある作業主任者の選任を行ってください。 （法第１４条、則第１６条等）

動力プレス機械を5台以上有する事業場においては、指定の技能講習を受けた者の

中から作業主任者を選任しなければなりません。

（５）安全衛生教育

この機械をはじめて取り扱う作業者への安全衛生教育 （則第３５条）

また金型交換や調整作業にあたる作業者に対しては、特別教育を行なわなければ

なりません。（則第３６条、安全衛生特別教育規定第３条）

（６）作業開始前の点検

作業開始前の点検を行ってください。（則第１３６条）

機器の故障や不具合を早期に発見し、異常を認めた時は補修その他必要な措置を取り、

事故を防ぐために行ないます。

（７）特定自主検査

有資格者による法定検査を、年一回以上実施してください。（則第１３５条等）

検査 の結果の不具合点は補修し、検査結果と補修記録を保管します。



１ . プレス機械の使用環境と設置スペース
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（機械寸法は、機種、仕様により異なりますので、カタログをご参照下さい。）

１－１. 使用環境
プレス機械は、下記の使用環境でお使いください。
下表の使用環境条件を超えて使用しますと、機械や安全装置が正常に機能しなくなり、
火災、故障、誤動作、破損の原因となり、人身事故に至る可能性があります。

使用環境条件
入力 電 源 電 圧 三相 ２００V／２２０V ±１０％

周波数 ５０Hz／６０Hz ±１Hz
接 地 ・ＴＰ，ＴＰＷ，ＴＰＷＬ，ＰＤＬ Ｓｅｒｉｓｅ

D種 （第３種）
インバーター仕様機で漏電遮断器使用時はインバーター対応品

・ＳＤＥ，ＳＤＥＷ，ＳＷＥ Ｓｅｒｉｓｅ
単独接地 C種 （特別第3種）
漏電遮断器使用時はインバーター対応品

（感度電流100ｍA以上推奨）
エアー源 供給圧力 ０．５MPa以上 （ゴミやドレーンのない乾燥したきれいな圧縮空気）
使用周囲温度 ＋５～＋４０℃ （氷結のないこと）
使用周囲湿度 ２０～９０％ （結露のないこと）
雰囲気 塩分、導通性じんあいがないこと。

腐食性ガス、可燃性ガスがないこと。
水、油、薬品などのしぶきがかからないこと。
電気的ノイズの影響を受けないこと。
日光、冷暖房の風が直接当たらないこと。

据付け基礎 地耐力 ７０kN/㎡ 以上
基礎寸法は機種・仕様により異なります。詳細は別途資料をご参照下さい。

外部機器接続に関する注意
外部機器を接続する場合、サージアブソーバ等の保護回路を付加して下さい。

１－２. 設置スペース
機械を設置する際は、十分なメンテナンススペースを確保して下さい。
プレス機械の点検、メンテナンスができないと、機械や安全装置が正常に機能しなくなり、
安全性も確保されません。
下図はプレス機械周り前後左右の最低限必要なメンテナンススペースです。

必要メンテナンス
スペース



２ . 防護事例

金型に挟まれる危険を防止するためには、第一に危険領域への進入防止を図り、それが不可能な場合にはプレ
スが停止するように光線式安全装置などを採用しなければなりません。

材料の挿入や製品の取出しが自動化できない場合には、手工具などを用い身体の一部を危険領域に入れる必
要がないようにすることが基本です。
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2-1.基本的な防護の方法

防護
事例

開閉式前面ガード 光線式安全装置

2-2.防護範囲外(上方)からの進入対策

ガードや安全装置の設置に際しては、作業者の体格や作業姿勢を十分考慮する必要があります。

ガードや光線式安全装置などの防護範囲の上限を超えて、身体の一部が危険領域内に入ることがないよう
に、防護高さを決めなければなりません。

開閉式前面ガード

防護
事例

光線式安全装置(防護高さ伸長)

2-3.防護範囲外(下方)からの進入対策

ガードや安全装置の設置に際しては、作業者の体格や作業姿勢を十分考慮する必要があります。

ガードや光線式安全装置などの防護範囲の下限をくぐり、身体の一部が危険領域内に入ることが想定される
場合には、作業面を完全に遮蔽したり、光線式安全装置に邪魔板を組み合わせるなどの措置を施して下さい。

防護
事例

自動開閉式前面ガード 光線式安全装置＋邪魔板
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2-4.防護範囲外(側方)からの進入対策

運転操作面側をガードや安全装置で防護しても、調整や確認などの非定常作業時に前面以外から進入してし
まう場合もあります。
また、補助作業者や第三者に対しての防護も検討しなければなりません。
側面からの進入に対しても、固定式のガードや光線式安全装置などで防護して下さい。

防護
事例

光線式安全装置＋側面ガード 光線式安全装置(三面防護)

2-5.防護範囲外(後方)からの進入対策

調整や清掃などのために機械の内部に入って作業を行なっている最中に、第三者が機械を起動させる可能
性があることも想定しなければなりません。
また、補助作業者や第三者に対しての防護も検討しなければなりません。
後方からの進入や第三者による起動に対しては、固定式後面ガードや光線式安全装置などで防護して下さい。

防護
事例

固定式後面ガード 光線式安全装置

2-6.ボルスタと光線式安全装置の間に身体の一部が入り込む場合の対策

光線式安全装置の光軸とボルスタ前端との間に身体の一部が入り込む隙間が出来ない様、当該隙間を
邪魔板や光線式安全装置を設けなければいけません。
当該隙間は７５ｍｍ以下となるように設ける必要があります。

光線式安全装置
＋補助光軸

防護
事例

光線式安全装置＋邪魔板
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2-7.飛来物からの防護

金型等の破損による破片の飛来が想定される場合は、必ずガード式の防護を採用してください。
破片の飛来は前方に限ったことではありません。必ず作業者以外の防護も考慮してください。
自動運転する機械では、通常の生産時より段取り時に災害が発生する可能性が高くなります。
寸動運転に於いてもガードを閉じなければ運転できないインターロックの採用をお薦めします。

防護
事例

ｲﾝﾀｰﾛｯｸ付前面ガード 自動開閉式前面ガード

2-8.ノックアウト装置の挟まれ対策

金型による危険領域以外にも挟まれる可能性の有る箇所が存在します。

機械式のノックアウト装置を使用される場合は、調整作業中に第三者が誤って機械を起動させたり、運転
中に第三者が誤って接触する可能性も考慮しなければなりません。

ノックアウト装置付近への進入を規制できない場合は、側面ガードや側面用の光線式安全装置の防護高
さを伸長する必要があります。

防護
事例

側面ガード
(防護高さ伸長)

光線式安全装置
(防護高さ伸長)
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３ . その他の装置／機能

より安全にプレス機械をご使用いただくために、以下の装置や機器を標準装備、オプション
設定し用意しております。 お客様の作業内容にあわせお選びください。

3-1. 制御盤開閉ブレーカー 【標準装備】

電源が入った状態で制御盤の扉をあけると、高電圧のため

感電により死亡事故につながります。

制御盤開閉ブレーカーは、電源を切らなければ扉が開きません。

3-4. ２光軸遮光仕様 光線式安全装置 【オプション】

通常の光線式安全装置は１光軸遮光するとプレスを停止させますが、
２光軸遮光仕様の光線式安全装置では、
・連続した２光軸を遮光した場合
・最上位、最下位光軸のみ１光軸遮光した場合
にプレスを停止させます。

材料で１光軸を遮光してもプレスは停止しません。
＊光軸面から板材を通し加工を行う作業の場合に適しています。

3-2. 寸動の同時操作 【標準装備】

両手押しボタンを0.5秒の間に同時に押さないとスライドが
動かないため、片手操作による危険作業を防止できます。

3-5. フライホイールブレーキ 【オプション】

フライホイールの回転を短時間に停止させます。

3-3. モニター付きクラッチブレーキ電磁弁 【標準装備】

クラッチブレーキ電磁弁の異常を電気的に感知し知らせます。

3-3. モニター付きクラッチブレーキ電磁弁 【標準装備】3-3. モニター付きクラッチブレーキ電磁弁 【標準装備】
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この安全ガイドブックが、貴社のプレス機械オペレータの方に安全な作業場を
提供するのに役立つ事を願っております。
プレス機械の危険防止措置に関して、別途の情報や提案が必要であれば弊社まで
お気軽にご連絡下さい。

株式会社アマダプレスシステム

神奈川県伊勢原市石田200

TEL:0463-96-3321（代）

https://www.amp.amada.co.jp/


